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１．第1回～第3回の資料総括

２．たばこの健康影響のレビュー
「Tobacco Free＊Japan: ニッポンのたばこ政策へ
の提言」（2003）より

３．メンソールたばこに関する最新の知見

４．新規たばこ製品の動向、特に、JT新
製品 プルーム（12/12発売）の意味
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1. 第1回～第3回の資料総括
•たばこ問題の概観, 健康影響評価（HRA, HIA）
•たばこの健康影響のサマリー（世界, 日本）
•FCTC関連条項, 米国FDAたばこ製品規制
•成分分析手法, 先行研究
•HRA対象物質の選定（FDAのHPHCs＋α）
•たばこ産業（FCTC5.3条ガイドライン）
•特例１：ポロニウム（質問主意書への対応）
•特例２：スヌース（日本学術会議の政策提言）
•特例３：HPHCsとわが国の有害物質規制
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プロジェクトの背景：
2003 年、日本は “たばこ流行” を阻止する上で極めて重要な地点に立って
いるといえる。短期的には喫煙に起因する疾患の蔓延の速度にブレーキをか
けるべきだとすれば、喫煙男性の大多数が禁煙する必要があり、長期的には
喫煙が特に若年女性の間で増えないようにするために効果的な予防法が必要
とされる。諸外国で有効性が証明された様々な戦略を日本に応用することは
可能であり、FCTC はそのための枠組みと機動力を提示している。
本報告書は、日本におけるたばこ規制のための、この決定的に重要な時期を
認識して作成された。全般的な目的は、日本がたばこ規制計画を進める準備
をするなかで、考えられる一連のたばこ規制措置を日本の政策立案者に提示
することである。この種の報告書は、たばこ規制のための政府機関によって
作成されることが最も望まれるところであるが、日本にはこの特別の任務を
持つ組織が今のところ存在しない。したがって、この報告書は複数の組織の
執筆者により共同で作成された。
彼らの所属組織は以下の通りである：日本国内の医療組織と公衆衛生組織、
米国内の Institute for Global Tobacco Control of the Johns Hopkins 
Bloomberg School of Public Health；たばこと健康に関する諸機関からの
諮問委員による一流のパネルが指針とレビューを行った。

２. たばこの健康影響の系統的レビュー：
Tobacco Free＊Japan: ニッポンのたばこ政策への提言
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www.tobaccofree.jp
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TFJ Chapter 1：たばこ・喫煙
• 国際的な視点：ニコチン送達システム（Nicotine 
Delivery System）としての紙巻たばこ, たばこはニコ
チンを喫煙者に送達する目的をもって高度に設計・操
作された製品, 産業による製品デザインの操作, 低収量
（低ﾀｰﾙ･低ﾆｺﾁﾝ）たばこの罠, 安全なたばこはない
• 日本の動向：戦後復興と経
済成長による急増期, 1970
年代は1975年のたばこ価
格50％増により頭打ち, 
1980年代の消費増大はた
ばこ産業の製品力, 宣伝力, 
マーケティング力による

1980年代半ばから欺瞞的（ライト, マイルド）ブランドの急増
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TFJ Chapter 2：喫煙による健康リスク
• 因果関係の解明：1930年代か
ら喫煙者で急増している肺が
んの原因解明, 平均寿命の短
縮, 症例対照研究, コホート研
究, 動物実験→1950年代に喫
煙と肺がんの因果関係につい
て研究界でコンセンサス

• 確固たる証拠：1960年代以降
英王立医師協会, 米公衆衛生総
監, WHO IARC等による独立
したレビューで証拠は揺るぎ
ないものになり, 喫煙が原因の
疾病リストは年々延長
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TFJ Chapter 2：喫煙による健康リスク
• 日本の研究によるエビデンス：能動喫煙が既に喫煙と
の因果関係がいわれている多くの疾患と関連すること
を確実に示している.
• 冠動脈疾患, 一部のがん（喉頭, 膀胱, 胃）：相対危
険度が諸外国と同様

• 肺がん：欧米諸国より相対危険度が低い
• 慢性肺疾患, 生殖への影響：研究が少ない
• 日本の喫煙者で, 他国の喫煙者と比
べて異なる機序が働くと考えるべ
き根拠はない. 
• 50年累積喫煙量指数による解析
で日米の肺がんリスクの差を比
較検討, 量反応関係で説明
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TFJ Chapter 2：喫煙による健康リスク
• 日本の研究によるエビデンス：男性喫煙率が高いため, 日
本では家庭や職場をはじめ, 重要な場所での受動喫煙が広
く見られることから, 日本の非喫煙者の大部分を占める女
性と子どもは, たばこ煙曝露を避けられない状況である.
• 能動喫煙に関し入手済みのエビデンスを, 既に得られてい
る受動喫煙のリスクに関する膨大な情報に照らして解釈
すると, 諸外国と同じく日本でも受動喫煙が有害作用をも
たらすとの結論が支持される.
• 日本の対策が遅れた原因として, 政府内外にたばこ対策担
当機関がなかったという構造的問題があり, エビデンスに
基づいた警告が出されても対応して働く機構がなかった.
（2005年:厚労省たばこ対策専門官・国立保健医療科学院たばこ政策情報室創設）

TFJをベースに2003年以降の国内外のエビデンスを集積する
ことで、たばこの健康影響評価の基礎が固められる
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日本のメンソールたばこ製品の動向：10年間で2倍の伸長

（複数年度のJT Annual Reportデータよりグラフ作成）

３．メンソールたばこに関する最新の知見
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メンソールがなぜ問題か→FDAは禁止も視野に入れ検討中

たばこ煙の
刺激をマスク
し易吸収性

依存形成能
の増大

がんのリス
ク増大

（図はMenthol Capsules in Cigarette Filters - Increasing the Attractiveness of a Harmful Product, German Cancer Center, 2012等を参考に改変）

メンソール

冷感作用
（受容体活性化）

痛みの緩和と
弱い痺れ作用

ニコチンへの反応, 耐性, 
ニコチン曝露の脱感作

ニコチン代謝阻害

たばこ煙成分の肺へ
の吸収増

発がん物質分解の
阻害

燃焼により新たに
発がん物質を生成

食品や
医療用
製品に
も使用
される
ので、
安全だ
という
錯覚と
健康保
護とい
う誤解

ブレンド中に刻みにスプレー
包みのホイルに適用
巻き上げ機のタバコラインに注入
フィルター製造中に注入
フィルター内のカプセルに仕込む
フィルターにメンソール糸を設置
これらの組み合わせ

（喫煙開始, 依存性, 禁煙への影響の観点から）
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含有物による分類 有効成分の抽出様式有効成分の抽出様式有効成分の抽出様式含有物による分類 非加熱 加熱 燃焼

タバコ
ニコチン

（たばこ事業法）

ガムタバコ（SM）
ゼロスタイル（JT）

ゼロスタイルSNUS（JT）
噛みタバコ
嗅ぎタバコ

可溶性タバコ（米国）

20世紀型:
エアーズ（JT/RJR）
オアシス（PM）
・・・・・
21世紀型:

プルーム*（JT/Ploom）

シガレット
シガー
パイプ
キセル
水タバコ

非タバコ
ニコチン
（薬事法）

ニコチン水
ニコチンジェル

ニコチンロリポップ
（米国）

電子タバコ, 電子シガー, 
電子パイプ, 電子水タバコ
（ENDS=Electric 
Nicotine Delivery 
Systems）**

ネオシーダー

非タバコ
非ニコチン

（家庭用品規制法・
薬事法・麻取法）

電子タバコ, 電子シガー, 
電子パイプ, 電子水タバコ
（ニコチン非含有？？）

脱法ハーブ

4. 新規たばこ製品の動向
たばこ製品及びたばこ類似製品の多様性

（種々の資料より作成）* プルーム専用のたばこPodは「パイプたばこ」として財務省認可 ** 日本では薬事法未承認
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（写真及びイメージは、PloomのHP（日、米）と関連blogより）

2013.５オーストリア, 2013.11韓国で先行販売
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まとめ
• FCTCやFDAのたばこ製品規制の考え方や動向と, 日本の研究や政策のギャップを埋める必要がある.
•たばこの健康影響については世界と日本とで同様のエビデンスが蓄積されてきたが, 最近10年間の
研究の進展も反映させアップデートが必要である.
•メンソールたばこ製品は10年間でシェアが倍増し, 特に若年者でのシェアが大きいため, 製品や消
費者の特性を踏まえた研究と対策が必要である.
• ”RETHINK TOBACCO”というスローガンに表れるように, 新規たばこ製品はたばこ対策が進む環
境下でのたばこ産業による大いなる実験であり, 
未成年者を含めた若年層への浸透が懸念される.
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